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２学期スタート 

 

９月１日、たくさんの荷物を抱え、子供たちが次々と登校してきました。夏休みの間、静かだった

学校が一気に活気づきました。やっぱり学校の主役は子供たちです。この夏休み、大きな事故や事件

が起こらず、こうして無事に２学期を迎えられたことをとても幸せに思います。 

さて、これから日増しに涼しくなる季節、暑くもなく寒くもなく、大変しのぎやすいこの秋の季節

は、学習やスポーツ、読書や遊びなど、子供たちの活動がより活発になる季節です。 

柿は晩秋に赤い実になりますが、実際は５月ごろからすでに小さく青い実を付けています。それが

夏の間に少しずつ大きくなり、秋に色付き、ずっしりとした柿が実ります。これは、子供たちの成長

と似ています。「夏までに培った体力、知力、様々な体験などを基盤にして、２学期に大きく成長し

てほしい。」この秋がそんな実りの秋になるよう、全職員で子供たちを支援していきたいと思ってい

ます。 

以下は、２学期始業式で、私が子供たちに話した内容です。 

 

また、２年生の子供たちが、「夏休みの思い出と２学期に頑張りたいこと」と題して作文を書いて

いますので、紹介します。（裏面へ） 

２学期が始まるにあたって、皆さんにぜひ伝えたいことがあります。それは、「つながる」というこ

とです。「つながる」という言葉を聞いて、どんなことを思い浮かべますか。お友達と、先生と、家族

と。たくさんの「つながり」がありますね。１学期もみんなで頑張ってきたけれど、２学期は、この

「つながり」を、もっともっと大切に考えていきたいのです。 

どうすれば、もっと「つながり」を強くすることができるでしょうか。今日は、友達とつながるこ

とについて少し考えてみましょう。 

皆さんは、一人ひとり違う、特別な力を持っています。絵を描くのが得意な人、走るのが得意な人、

面白いアイデアを思いつく人、優しい言葉をかけるのが得意な人。挨拶が上手な人。得意なことも、

苦手なことも、好きなことも、みんなバラバラです。でも、だからこそ、みんなで力を合わせること

で、すごい力が生まれるんです。 

２学期には、桜っ子くんちという大きな行事がありますね。６年生は修学旅行や小体会、４年生は

小音会。他の学年でも、クラスや学年のみんなと協力して、一つのものを作り上げる、わくわくする

ような挑戦がたくさん待っています。 

もし、何か壁にぶつかったり、困っているお友達がいたら、皆さんは、どうしますか。 

勇気を出して声をかけてみてください。 

「何か手伝おうか」 

「一緒にやってみよう」 

そして、誰かが一生懸命頑張っているときは、最高の応援団になって、心からの拍手や温かい言葉

を送りましょう。 

「すごいね。頑張っているね。」 

「応援しているよ。」 

そうやって、お互いを思いやる気持ちがあれば、みんなの周りには、目には見えないけれど、とて

も温かい「つながり」が生まれます。一人ひとりの心の糸がつながって、もっともっと強い一本のロ

ープになる。そうすれば、どんな大きな壁でも、みんなで乗り越えることができます。そして、みん

なが笑顔になる。 

さあ、２学期は、みんなで力を合わせて、心の「つながり」を強くする冒険にでかけましょう。き

っと、最高の思い出でいっぱいの、素晴らしい２学期になりますよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期も保護者や地域の皆様と連携を図りながら、学校教育目標「自ら学び 自ら考え 自ら行

う」、目指す子ども像「よく考え 工夫する子ども（自立）、助けあい 励ましあう子ども（共生）、

明るく たくましい子ども（健康）」の実現を目指して教育活動を進めてまいります。お力添えを賜

りますよう宜しくお願いいたします。 

 

私の夏休みの思い出は、お盆におじいちゃんの精霊流しに参加したことです。人の多さと爆竹の音

にびっくりしました。精霊船には、たくさんの写真が飾られていました。一枚小さな女の子の写真が

あって、「亡くなったのかな。かわいそうだな。」と思いました。家族みんなでおじいちゃんを見送る

ことができ、ほっとしました。 

 ２学期に頑張りたいことは、２つあります。 

一つ目は、算数の学習です。特にかけ算九九は難しそうなので、友達と協力しながら覚えていきた

いです。 

 二つ目は、体育の学習です。私は跳び箱と縄跳びが好きなので、一生懸命に練習します。跳び箱は

七段、縄跳びはあや跳び１００回を跳べるようになりたいです。 

私は夏休みに、京都と福井に行きました。京都では、水族館に行きました。福井では恐竜博物館に行

きました。骨などがあって勉強になりました。とても楽しかったです。 

 一学期は運動会や水遊び、クロームを使っての学習を頑張りました。二学期は桜っこくんちがありま

す。「やってみよう できる できる」の気持ちでチャレンジしてみたいです。うまくいかなくても「失

敗は成功のもと」で、みんなと協力して頑張ります。 

僕の夏休みの思い出は、家族で杉乃井ホテルに行ったことです。杉乃井ホテルでは、プールに入った

り、ボウリングをしたりしました。その中でも一番楽しかったのは、プールです。浮き輪を使って波の

くるプールに入ったり、温水プールに入ったり、家族みんなで一日中遊べたのがうれしかったです。 

 次に夏休みに頑張ったことです。 

僕は夏休みの間に、ご飯づくりのお手伝いを頑張ろうと決めて取り組みました。そこで初めて一人で

肉じゃがを作りました。調理をしていて楽しかったことは、野菜の皮をむいたり、調味料を測って入れ

たりすることです。反対に難しかったことは、材料を包丁で切ることです。野菜と一緒に指も切ってし

まわないか怖かったです。 

 作るのは大変だったけど、食べてみるととてもおいしかったです。家族も喜んでくれたので、初めて

のご飯づくりは大成功でした。とてもうれしかったので、これからも僕の好きなものや家族の好きなも

のなど色々な料理に挑戦したいと思いました。 

 最後に２学期頑張りたいことは、桜っ子くんちです。２年生は唐人船に挑戦します。僕は今まで唐人

船を見たことがなかったけど、去年の桜っ子くんちで初めて見てその迫力に驚きました。唐人船では船

を曳きまわしたり、采を振ったり、楽器をしたりと色々な役割があって、どれもとてもすてきだと思い

ました。唐人船について調べてみたら、昔元船町は中国の唐船やオランダ船が泊まるところだったそう

です。たくさんの船が出入りしてにぎわっていたそうです。中でも中国の唐船が入ってくる様子を表し

たのが唐人船です。 

 僕が今年頑張りたい役割は采振りか船のねびきです。もし、采振りになったら、みんなに見えるよう

に全力で大きく采を振って船に動き方を教えたいです。もしねびきになったら、上手に船を動かすため

にみんなで心を一つに力を合わせて船を動かしたいです。そして見ている人に、迫力があってにぎやか

な唐人船を披露できるように頑張りたいと思います。 


